
団体名：子ども食堂ゆい（認定特定非営利活動法人 女性のスペース結） 

活動地域：中野区 
助成額：99,761円、助成回数：3回 
フェイスブック：https://www.facebook.com/zyosei/ 
 
【取り組み結果】 

素材の良いもの栄養のらないものをバランス良く献立して、子ども達に提供したい

と続けてきました。 

そのことは果たせたと思います。また、経済的な問題を気にせずにご飯をたべてほ

しいという思いも果たせたと考えます。 

月 2 回の内 1 回を子どもだけの日（自立して食事できる子～高校生）と定めて、窮

屈でなくゆったりと食事をとってもらうことに変えたことは良かったと思います。 

まだまだ、一人又は兄弟だけで食事をしている子どもが来られていない状況がある

と思います。 

活動を続けながら子ども達の事情や地域の情報も得ることが少しづつできるように

はなってきています。 

 
【組合員へのメッセージ】 

東都生協の組合員として安心な食材を子ども達に届ける働きができて嬉しく思って

います。 

今後とも組合員の皆さんの社会貢献したいという思いの募金を続けてくださり、活

動を支えてくださることを願っています。 
 
【感想・意見・要望】 

食材の提供では、なかなか手が出せない材料も思い切ってたくさん用意できるので

とても助かっています。 

ある日のアサリのお吸い物の日に、余裕があったのでお替り自由にしていたら、一

人の中学生の男の子が殻をお皿いっぱいに山のように積んでいて、好物なんだなぁい

っぱい食べれてよかったねと、スッタフらで笑いあいました。 

食材を余裕をもって準備できることは、とても大事で励みになっていると思います。

他のグループが季節のトッピクスや行事を取り入れて献立しているという報告はとて

も参考になりました。 

料理好きの子どもが食事しながら、つぎはこんな料理を作ってみてはどうと意見を

言ってくれたりしたので、驚きとともに嬉しくもありました。 

新コロナウイルス感染の恐怖の中で食堂開催に取り組むのは大変なリスクと感じま

した。一方コロナだけでなく食中毒など、衛生管理をこれからもしっかりとしなくて



はならないと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


